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あると報告された（Bradley, Mogg, White, Groom, & De Bono, 1999）。例えば，Bar-Haim, 




and Wells, 1995; Rapee and Heimberg, 1997; Roelofs, Putman, Schouten, Lange, Volman, & 
Rinck, 2010）。Schmitz et al. （2012）によると，社交不安をもつ人は中立顔の逸視を他者からの








中立顔の逸視は拒絶を表すため（Schmitz et al., 2012），中立顔の正視よりも逸視に対する時間
知覚の過大評価が生じるであろう。2. 他者の怒り顔の正視は，他者からの自身に対する脅威を





















め（F （1, 57） = 4.1, p = .046, η2.p =.07），ブロックごとに社交不安，表情，視線方向の分析を行っ
た。その結果，ブロックの後半で社交不安，表情，視線方向の交互作用が有意であったため（F 
（1, 57） = 11.3, p < .01, η2.p =.16），表情ごとに社交不安と視線方向の分析を行った。その結果，





価をおこなった。この結果は，Schmitz et al. （2012）の報告を裏づけるものであり，社交不安を
もつ人は中立顔の逸視に対して注意を向けることによって，脅威刺激に対する時間知覚の過大評
価を行ったことを示唆する。この結果は，社交不安をもつ人は脅威を感じる状況に対して，客観
的な時間経過よりも時間を主観的に長く感じていることを示唆する。こうした脅威に対する時間
知覚の過大評価は，脅威に対する回避傾向を高めるなどの症状の維持に関わっているかもしれな
い。
